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(57)【要約】
【課題】風車タワーの堅さを減じないように十分な構造
剛性及び堅さを同時に提供する。
【解決手段】風車のタワーのための壁セクション１０１
において、壁セクションの開口１１３を包囲する内縁１
１５，１１７と、壁セクションの厚さ方向に突出してお
りかつ該厚さ方向に対して横方向１０３，１０５に延び
ている突出部１１９，１２１，１２３とが設けられてい
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　風車のタワーのための壁セクション（１０１，２０１）において、
　壁セクションの開口（１１３，２１３）を包囲する内縁（１１５，１１７；２１５，２
１７）と、
　壁セクションの厚さ方向に突出しておりかつ該厚さ方向に対して横方向（１０３，１０
５；２０３，２０５）に延びている突出部（１１９，１２１，１２３，１２５；２１９，
２２１）とが設けられていることを特徴とする、風車のタワーのための壁セクション。
【請求項２】
　前記突出部が、壁セクションの内縁の部分に対して平行及び／又は外縁（１０７，１０
９，１１１；２０７，２０９，２１１）の部分に対して平行な、厚さ方向に対して横方向
に延びている、請求項１記載の壁セクション。
【請求項３】
　前記突出部（１２３，１２５）が、壁セクションの外縁の部分と内縁の部分との間に長
手方向に延びている、請求項１又は２記載の壁セクション。
【請求項４】
　前記突出部（１１９，１２１；２１９，２２１）が、壁セクションの外縁の部分と、壁
セクションの外縁の部分とは反対側の外縁の別の部分との間に、長手方向に延びている、
請求項１から３までのいずれか１項記載の壁セクション。
【請求項５】
　前記壁セクションが、開口と外縁の周方向側部との間、開口と外縁の鉛直方向上側部分
との間、及び／又は開口と外縁の鉛直方向下側部分との間に、配置された別の突出部を有
している、請求項１から４までのいずれか１項記載の壁セクション。
【請求項６】
　前記壁セクションの厚さが、壁セクションの外縁から内縁に向かって増大している、請
求項１から５までのいずれか１項記載の壁セクション。
【請求項７】
　前記壁セクションが、凸面（１３０）と凹面（１２９）とを有しており、突出部が前記
凹面に配置されている、請求項１から６までのいずれか１項記載の壁セクション。
【請求項８】
　前記壁セクションが、円筒セグメントの形状を有する、請求項１から７までのいずれか
１項記載の壁セクション。
【請求項９】
　前記壁セクションが、鋳造金属から成る、請求項１から８までのいずれか１項記載の壁
セクション。
【請求項１０】
　前記鋳造金属が、鋼、特にＤＩＮ規格１７１８２によるＧＳ－２０Ｍｎ５Ｖ鋼、又はＧ
Ｓ－２０Ｍｎ５Ｖ鋼と少なくともほぼ同等の特性を有する鋼、又はＳ３５５鋼と少なくと
もほぼ同等の特性を有する鋼から成る、請求項９記載の壁セクション。
【請求項１１】
　空気が通過するための少なくとも１つの穴を有する、請求項１から１０までのいずれか
１項記載の壁セクション。
【請求項１２】
　風車タワーにおいて、
　タワー壁部分（１２７，３２７）と、
　請求項１から１０までのいずれか１項記載の壁セクション（１０１，２０１）とが設け
られており、
　前記壁セクションが、少なくとも壁セクションの外縁の部分において前記タワー壁部分
に結合されていることを特徴とする、風車タワー。
【請求項１３】
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　前記タワー壁部分が、溶接によって壁セクションに結合されている、請求項１２記載の
風車タワー。
【請求項１４】
　突出部が、壁セクションに設けられた開口によるタワーの剛性の低下を補償するように
なっている、請求項１２又は１３記載の風車タワー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、風車タワーのための壁セクション及び風車タワーに関する。特に、本発明は
、風車タワーの剛性を高めるための突出部を有する風車タワーのための壁セクションに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　風車は、タワーと、タワーの上部に取り付けられたナセルと、ナセルに結合されたハブ
とを有しており、ハブに１つ又は２つ以上のロータ翼が取り付けられており、これらのロ
ータ翼は、発電機に結合されたロータ軸に機械的エネルギを伝達する。タワーの底部には
通常、メンテナンスのためにタワー内部へ進入するためのドアが設けられている。ドアは
、風車タワー壁部における開口を必要とする。風車タワー壁部は、通常、鋼等の金属から
形成されている。
【０００３】
　国際公開第２００６／０５０７２３号は、ドアを据え付けるために適した開口を有する
風車のためのタワー部品を開示している。タワー部品は、実質的に均一な厚さを有してお
り、開口を有するタワー部品が取り付けられるタワーの壁セグメントの厚さよりも厚い。
【０００４】
　国際公開第０３／０３６０８５号は、風車のタワーを構成するための構造ユニットを開
示しており、この構造ユニットは、ドアを収容するための貫通開口を有しており、構造ユ
ニットは少なくとも部分的に鋳造部品として形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２００６／０５０７２３号
【特許文献２】国際公開第０３／０３６０８５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　壁セクションが風車タワーの底部の一部として使用される場合、風車タワーの堅さを減
じないように十分な構造剛性及び剛性を同時に提供する、ドアを収容するために適した開
口を有する風車タワーのための壁セクションが必要とされている。さらに、重量が低減さ
れているにもかかわらず風車タワーシェルの一部として適した十分な構造剛性及び強度を
提供する、風車のための壁セクションが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この必要性は、独立請求項に記載の主体によって満たされてよい。本発明の有利な実施
の形態は従属請求項に記載されている。
【０００８】
　１つの実施の形態によれば、風車のタワーのための壁セクションが提供され、壁セクシ
ョンは、壁セクションの開口を包囲する内縁と、壁セクションの厚さ方向に突出しかつ厚
さ方向に対して横方向に延びた突出部とを有している。
【０００９】
　壁セクションは、特に風車タワーの底部において、風車タワーの一部又は風車タワーシ
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ェルの一部を形成するように構成されていてよい。壁セクションは、主に、壁セクション
の最大範囲の方向である２つの異なる横方向に延びている。壁セクションは、２つの横方
向に対して横方向の厚さ方向に、著しくより小さな量だけ延びており、この量は壁セクシ
ョンの厚さを表している。厚さは特に、２０ｍｍ～１００ｍｍ、特に２０ｍｍ～７５ｍｍ
、さらに特に３０ｍｍ～５０ｍｍであってよい。鉛直方向での横方向範囲は、２００ｃｍ
～４００ｃｍ、特に約３００ｃｍであってよく、他の横方向、特にタワーの周方向におけ
る横方向範囲は、１１０ｃｍ～３００ｃｍ、特に約２５０ｃｍであってよい。
【００１０】
　壁セクションは、鉛直方向に延びた２つの鉛直方向の外縁と、風車タワーの周方向に沿
って延びた２つの周方向の外縁とを含む外縁を有していてよい。壁セクションの中央部分
には開口が設けられており、この開口は、壁セクションの内縁によって包囲されている。
内縁は、鉛直方向に沿って延びた２つの鉛直方向の内縁部分と、開口を上側及び下側にお
いてそれぞれ区切る上側の内縁及び下側の内縁とを有していてよい。上側の内縁及び下側
の内縁は、湾曲していてもよいし（特に円のセグメント）、直線状であってもよい。
【００１１】
　さらに、１つの実施の形態によれば、壁セクションは、換気のための換気穴を有してい
てよく、壁セクションにおける換気穴の数は、１～２０、特に１～１０、特に１～３以上
であってよい。換気穴は、開口よりも小さくてよい。
【００１２】
　開口は、ドアを収容するように構成されていてよい。開口は、直立位置において人員が
開口（例えば出入口）を通過できるように寸法決めされていてよい。別の実施の形態によ
れば、開口の寸法は用途に依存してよい。寸法は例えば、大きな構成部材（特に２ｍ～１
０ｍの範囲又は２ｍ～５ｍの範囲）をこの開口を通じて風車タワーの内部へ搬入できるよ
うに又はこの開口を通じてタービンからこれらの構成部材を搬出できるように十分に大き
くてよい。
【００１３】
　壁セクションは、ドアを取り付けるための取付けエレメントを有していてよい。
【００１４】
　突出部は、壁セクションに提供されたリブ、膨れ又は一般的な支持構造として形成され
ていてよい。突出部は、壁セクションの剛性又は構造剛性を高めるように設計されていて
よい。突出部を無視すると、壁セクションは均一な厚さを有していてよい。突出部は、壁
セクションの中央部分における開口による減じられた剛性を補償するために、壁セクショ
ンの補強又は支持を提供してよい。これにより、壁セクションは、風車タワーの構造剛性
及び剛性に悪影響を及ぼすことなく風車タワーのためのシェル部分として使用されるため
に適している。
【００１５】
　突出部は、１ｍｍ～２００ｍｍ、特に２０ｍｍ～６０ｍｍ、特に３０ｍｍ～５０ｍｍ、
特に約４０ｍｍの厚さ及び／又は幅を有していてよい。突出部は特に、鋼等の金属から成
っていてよい。突出部は、例えばボルトを使用することによって又は溶接によって、壁セ
クションに固定されていてよい。別の実施の形態によれば、突出部（１つ又は２つ以上の
突出部）は、例えば突出部を含んだ壁セクションを鋳造することによって、壁セクション
と一体に形成されている。壁セクションを鋳造した後に開口が切り取られてよい。択一的
に、壁セクションは、金属を圧延し、金属を曲げ、帯金属に突出部を取り付ける製造ステ
ップを含んでいてよい。これにより、製造コストが低減されると同時に、風車タワーに組
み込むのに適した壁セクションを提供する。
【００１６】
　１つの実施の形態によれば、突出部の形状、材料、寸法及び配置は、コンピュータモデ
リング計算によって導き出されてよい。
【００１７】
　１つの実施の形態によれば、突出部は、内縁の部分に対して平行な及び／又は壁セクシ
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ョンの外縁の部分に対して平行な、厚さ方向に対して横方向に延びている。これにより、
突出部は、周方向（水平方向）リブ補強部を提供してよく、壁セクションの鉛直方向リブ
補強部及び／又は対角補強部をも提供してよい。特に、突出部は、壁セクションの外縁か
ら間隔を置いて配置されていてよく、壁セクションの内縁から間隔を置いて配置されてい
てもよい。突出部は、例えば、壁セクションの外縁と壁セクションの内縁との間に配置さ
れていてよい。これにより、壁セクションの剛性及び堅さは、壁セクションの全体的な厚
さを増大することなく、改良及び増大されてよく、これにより、壁セクションの重量を低
減し、壁セクションのコストも低減する。
【００１８】
　一実施形態によれば、突出部は、壁セクションの外縁の部分と内縁の部分との間に長手
方向に延びている。特に、突出部は、壁セクションの外縁の部分及び／又は内縁の部分ま
で延びていてよい。これにより、突出部は、外縁の部分から内縁の部分まで完全に延びて
いてよい。これにより、特に開口の領域又は開口を包囲する領域において、壁セクション
は、剛性を高めるために突出部によって有利には補強されている。
【００１９】
　１つの実施の形態によれば、突出部は、壁セクションの外縁の部分と、壁セクションの
外縁の部分とは反対側の外縁の別の部分との間に長手方向に延びている。特に、突出部は
、壁セクションの外縁の部分から、壁セクションの外縁の部分とは反対側の外縁の別の部
分まで完全に延びていてよい。すなわち、突出部は、両横方向、すなわち鉛直方向及び周
方向（水平方向）に壁セクションの全横方向範囲に亘って延びていてよい。別の実施の形
態において、突出部は、壁セクションの全横方向範囲に亘って延びておらず、壁セクショ
ンの外縁の部分と外縁の別の部分との間の横方向範囲の約６０～８０％まで延びている。
これにより、重量を減じることができると同時に、剛性及び強度を高めるために、特に開
口の周囲の領域が補強されてよい。
【００２０】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションはさらに、開口と外縁の周方向側部との間、
開口と外縁の鉛直方向上側部分との間及び／又は開口と外縁の鉛直方向下側部分との間に
配置された別の突出部を有している。特に、別の突出部は、壁セクションの付加的な補強
を提供してよい。特に、別の突出部は、特に開口を包囲する領域において壁セクションを
有効に構造的に支持するために開口を包囲していてよい。
【００２１】
　壁セクションの厚さ方向に突出しておりかつ鉛直方向、周方向、及び／又は周方向と鉛
直方向との間の方向に延びた、１つ又は２つ以上の付加的な突出部が設けられていてよい
。
【００２２】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションの厚さは、壁セクションの外縁から内縁に向
かって（ひいては開口に向かって）増大している。これにより、壁セクションの厚さは、
厚さ方向に突出した突出部の厚さを考慮せずに決定される。つまり、突出部の厚さは、こ
の定義における壁セクションの厚さを決定するために考慮されない。壁セクションの外縁
から内縁までの厚さの増大は、５０～２００％、特に５５～１５０％であってよい。つま
り、外縁における壁セクションの厚さは、約１０ｍｍ～７０ｍｍ、特に２０ｍｍ～５０ｍ
ｍ、より特には２５ｍｍ～４０ｍｍ、特に約３２ｍｍであってよく、内縁における壁セク
ションの厚さは、１０ｍｍ～１５０ｍｍ、特に７５ｍｍ～１２５ｍｍ、特に約１００ｍｍ
であってよい。つまり、厚さは、外縁から内縁まで、１．５～４、特に２～３．５、特に
約３のファクタだけ増大していてよい。これにより、壁セクションの構造剛性及び堅さは
、構造的強度を損なわずに、壁セクションの全面積に亘って均一に壁セクションの全厚さ
を増大することを必要とすることなく、改良されてよい。
【００２３】
　鋳造壁セクションは、開口により損なわれた堅さを提供するために、開口の周囲におい
て増大してよいプレート厚さを有していてよい。プレート厚さを少しずつ増大するために
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、全ての方向での内側シェルの大きな慣性モーメントが僅かな材料で生ぜしめられること
が開発されてよく、内側シェルのこの大きなモーメントは特に開口の周囲に集中させられ
る。
【００２４】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションは、凸面及び凹面を有しており、突出部は凹
面に配置されている。凹面は、組み立てられた風車タワーの内面の部分を提供する面であ
ってよい。凹面に突出部を配置することは、凸面に突出部を配置するのと比べ、高められ
た構造剛性及び剛性を生ずる。
【００２５】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションは、円筒セグメント又は円錐セグメントの形
状を有する。特に、壁セクションは、少なくともほぼ円筒セグメント又は円錐セグメント
の形状を有してよい。これにより、壁セクションは風車タワーシェルに容易に挿入されて
よい。円筒は、１つの実施の形態によれば２００ｃｍ～８００ｃｍ、特に３５０～４５０
ｃｍの直径を有していてよい。
【００２６】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションは、鋳造金属から成る。壁セクションは、多
数の鋳造金属部材から組み立てられてよいか又は一体に形成された鋳造金属構造として製
造されてよい。これにより、壁セクションは、互いに固定されなければならない多数の部
材から組み立てられなくてよいので、製造プロセスを単純化することができる。鋳造壁セ
クションは、風車タワーシェルのシェル部分として適した形状を有していてよく、壁セク
ションの厚さ方向に突出した突出部が形成されるような形状を有する。
【００２７】
　１つの実施の形態によれば、鋳造金属は、鋼、特にＤＩＮ規格１７１８２によるＧＳ－
２０Ｍｎ５Ｖ鋼、又はＧＳ－２０Ｍｎ５Ｖと少なくともほぼ同等の特性を有する鋼、又は
Ｓ３５５鋼と少なくともほぼ同等の特性を有する鋼から成る。従って、鋳鋼から製造され
た壁セクションは、風車タワーの他の壁セグメントに完全に溶接可能であってよい。１つ
の実施の形態によれば、鋳造金属は、前記鋼よりも劣った特性を有する鋼から成る。
【００２８】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションはさらに、空気の通過のための少なくとも１
つ（又は２つ以上、特に１～１０）の穴を有する。
【００２９】
　１つの実施の形態によれば、上述のような壁セクションの実施の形態を有し、タワー壁
部分を有し、壁セクションが、壁セクションの外縁の少なくとも部分においてタワー壁部
分に結合されているような風車タワーが提供される。壁セクションをタワー壁部分に結合
することによって、風車タワーの少なくとも底部が組み立てられてよい。壁セクションの
外縁は、鉛直方向に延びた部分と、水平方向（周方向）に延びた部分とを有していてよい
。鉛直方向は、少なくともほぼ、風車タワーの対称軸線に対して平行であってよい。周方
向は、少なくともほぼ鉛直方向に対して垂直であってよい。風車タワー壁部分又は風車タ
ワーシェル内において壁セクションを使用することによって、風車タワーは、単純に製造
されてよく、それと同時にコストを低減する。
【００３０】
　１つの実施の形態によれば、タワー壁部分は、溶接によって壁セクションに結合されて
いる。溶接は、少なくとも壁セクションの外縁の部分を、タワー壁部分の縁部に結合する
ために行われてよい。溶接によって、付加的な取付けエレメントを必要とすることなく、
タワー壁部分と壁セクションとの間の十分に強い結合が提供されてよい。１つの実施の形
態において、壁部分はボルト又はねじを用いて壁セクションに結合されている。
【００３１】
　１つの実施の形態によれば、突出部は、壁セクションにおける開口によるタワーの堅さ
の低下を補償するように適応されている。特に、堅さの低下は、壁セクションに突出部を
提供することによって、少なくとも（例えば風車の能力に応じて）５０％、特に７５％、
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より特に９０％、より特に１００％だけ補償されてよい。別の実施の形態によれば、タワ
ーの堅さは、タワーの下部に突出部を有する壁セクションを提供することによって、壁セ
クションを有さないタワーと比較して（特に１０％以上）さらに高められる。従って、タ
ワーは、高い風速を有する過酷な環境に配置されてよい。
【００３２】
　１つの実施の形態によれば、風車タワーを製造するための製造方法が提供され、この方
法は、風車タワーのための壁セクションを製造することを含み、壁セクションは、壁セク
ションの開口を包囲する内縁と、壁セクションの厚さ方向に突出しておりかつ厚さ方向に
対して横方向に延びている突出部とを有しており、壁セクションをタワー壁部分に組み付
けかつ取り付けることを含む。
【００３３】
　発明の実施形態は、様々な異なる主体に関連して説明されていることに注意すべきであ
る。特に、幾つかの実施形態は、方法形式の請求項に関連して説明されているのに対し、
他の実施形態は、装置形式の請求項に関連して説明されている。しかしながら、当業者は
、上記及び下記の説明から、その他の断りがない限り、主体の１つの形式の属する特徴の
あらゆる組合せに加えて、異なる主体に属する特徴のあらゆる組合せ、特に方法形式の請
求項の特徴と装置形式の請求項特徴とのあらゆる組合せは、本明細書に開示されているも
のとして考慮される。
【００３４】
　本発明の、上に定義された態様及び別の態様は、以下に記載された実施形態の例から明
らかであり、実施形態の例に関連して説明される。本発明は、実施形態の例に関連して以
下により詳細に説明されるが、発明はそれらの実施形態に限定されない。
【００３５】
　ここで本発明の実施形態を添付の図面を参照しながら説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１Ａは、実施形態による風車タワーのための壁セクションの側面図を概略的に
示しており、図１Ｂは、実施形態による挿入された壁セクションを備えた風車タワーを上
方から見た断面図である。
【図２】図２Ａは、風車タワーのための壁セクションの側面図を概略的に示しており、図
２Ｂ及び図２Ｃは、１つの実施の形態による壁セクションの断面図を概略的に示している
。
【図３】図２Ａ，図２Ｂ及び図２Ｃに示された実施の形態による風車タワーのための挿入
された壁セクションを有する風車タワーの部分を斜視図で概略的に示している。
【図４】別の実施の形態による風車タワーのための壁セクションを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図面は概略的である。それぞれの図面において、類似又は同一のエレメントには、同じ
参照符号、又は対応する参照符号と最初の数字のみが異なる参照符号が付されている。
【００３８】
　図１Ａは、１つの実施の形態による風車タワーのための壁セクション１０１の側面図を
概略的に示している。例示された実施の形態において、壁セクションは、ＤＩＮ規格１７
１８２による鋼ＧＳ－２０Ｍｎ５Ｖを含む、一体に形成された鋳造金属部材である。この
鋼は、２．１ｅ５（２．１×１０5）ＭＰａのヤング係数、０．３のポアソン比、７．８
５ｅ（－６）（７．８５×１０-6）ｋｇ／ｍｍ3の密度、３５５ＭＰａの引張降伏強さ、
及び１．２の鋼のための部分的な係数とを有する鋼Ｓ３５５の材料特性と同様の特性を有
する。
【００３９】
　図１Ａに示された壁セクション１０１は、鉛直方向１０３及び水平方向１０５に延びた
板状構造を有している。壁セクション１０１は、２つの鉛直方向の外縁１０７と、水平方
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向の上側の縁部１０９と、水平方向の下側の縁部１１１とを有している。壁セクション１
０１の中央部には開口１１３が設けられており、この開口１１３は、開口を人員が通り抜
けることができるような適切な寸法を有している。開口１１３は、壁セクション１０１の
２つの鉛直方向の内縁１１５と、壁セクション１０１の２つの水平方向の内縁１１７とに
よって包囲されている。
【００４０】
　壁セクション１０１の厚さ方向は、図１Ａの図平面に対して垂直方向に延びている。水
平方向１０５での壁セクション１０１の範囲は、用途に応じて異なってよく、例えば１０
０ｃｍ～５００ｃｍ、特に２００ｃｍ～３００ｃｍであってよいか、又は異なる寸法を有
していてよい。鉛直方向１０３での壁セクション１０１の範囲は、２５０ｃｍ～３５０ｃ
ｍであってよい。方向１０３及び１０５に対して垂直な厚さ方向での壁セクションの厚さ
は、２０ｍｍ～１５０ｍｍ、特に３０ｍｍ～１００ｍｍであってよい。１つの実施の形態
によれば、壁セクションの厚さ（壁セクションに設けられたあらゆる突出部を無視する）
は、壁セクション全体に亘って均一であり、３０ｍｍ～５０ｍｍの厚さを有している。別
の実施の形態によれば、厚さ（あらゆる突出部を無視する）は、鉛直方向１０３及び水平
方向１０５の範囲に亘って変化しており、特に壁セクションの厚さは、壁セクション１０
１の外縁１０７，１０９，１１１から内縁１１５，１１７に向かって増大している。外縁
１０７，１０９，１１１は、直線的な縁部である。内縁１１５，１１７も、直線的な部分
を含むが、互いに垂直に延びる縁部１１５，１１７が結合する箇所において丸味付けられ
た部分をも有している。
【００４１】
　壁セクション１０１の剛性を高めるために、壁セクションは、多数の突出部１１９，１
２１，１２３及び１２５を有している。突出部は、厚さ方向、すなわち図１Ａの図平面に
対して垂直に壁セクションから突出しており、これにより、補強リブを形成している。突
出部１１９，１２５は鉛直方向１０３に延びているのに対し、突出部１２１，１２３は水
平方向１０５に延びている。特に、突出部１１９は、壁セクション１０１の水平方向の上
側の外縁１０９と水平方向の下側の外縁１１１との間に延びている。突出部１２５は、水
平方向の内縁１１７から壁セクション１０１の水平方向の上側の外縁１０９及び水平方向
の下側の外縁１１１に向かって延びている。突出部１２１は、開口１１３の上方及び下方
に配置されており、鉛直方向の外縁１０７の間に延びており、その範囲は、水平方向１０
５での壁セクションの全範囲の約８０％に達している。突出部１２３は、鉛直方向の内縁
１１５から鉛直方向の外縁１０７に向かって延びているが、鉛直方向の外縁と鉛直方向の
内縁との間の距離全体に亘って延びているのではなく、約７０％～９０％だけに亘って延
びている。突出部は、特に壁セクション１０１の機械的安定性を高めるリブ又は膨らみと
して考えられてよく、突出部は、壁セクション１０１の剛性を高めるための補強を提供す
る。
【００４２】
　図１Ｂは、風車タワー１２６に組み込まれている時の、図１Ａに示された壁セクション
１０１を上方から見た横断面図を概略的に示している。風車タワー部分１２７は、円形の
横断面を有する円筒のセグメントである。円筒の直径は、３５０ｃｍ～４５０ｃｍであっ
てよい。円筒のセグメント１２７の厚さ"ａ"は、３０ｍｍ～４０ｍｍであってよい。円筒
セグメント１２７は、圧延された鋼から形成されていてよい。
【００４３】
　壁セクション１０１は、鉛直方向の外縁１０７において円筒セグメント１２７に溶接さ
れている。図１Ｂに示したように、壁セクション１０１の突出部１１９，１２５は、壁セ
クション１０１の凹面１２９に形成されている。凹面１２９は、風車タワー１２６の内面
の部分である。図１Ｂに示したように、壁セクション１０１の厚さ"ｄ"は、突出部１１９
，１２５の厚さを無視した場合、均一である。
【００４４】
　他の実施の形態は、突出部１１９，１２１，１２３及び１２５とは異なる方向に延びた
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、異なる位置における付加的な突出部を有していてよい。
【００４５】
　１つの実施の形態によれば、壁セクション１０１は、一体に形成された鋳造金属部材で
はなく、鋼を圧延し、鋼を曲げ、リブを曲げられた鋼板に取り付けることによって製造さ
れる。
【００４６】
　図２Ａは、１つの実施の形態による壁セクション２０１の側面図を概略的に示している
。壁セクション２０１の寸法は、ｍｍの単位で図示されている。開口２１３は、鉛直方向
に延びた２つの直線状の内縁２１５と、６１１．４ｍｍの半径を有する円セグメントの形
状を有する２つの内縁２１７とによって区切られている。この特定の丸みを帯びた形状は
、壁セクション２０１の安定性を高める。図１Ａに示された実施の形態とは異なり、図２
Ａに示された壁セクション２０１は、開口２１３を実質的に包囲する４つの突出部２１９
及び２２１のみを有している。他の実施の形態は、壁セクション２０１のためのより多く
の突出部を有している。
【００４７】
　図２Ａに示された壁セクション２０１の実施の形態と、図１Ａ及び図１Ｂに示された壁
セクション１０１の実施の形態との相違点は、図２Ａ、図２Ｂ及び図２Ｃに示された壁セ
クション２０１が鉛直方向２０３及び水平方向２０５に沿って可変の厚さを有しており、
これにより、図２Ａの図平面に対して垂直な厚さ方向での厚さが、壁セクション２０１の
外縁２０７，２０９及び２１１から内縁２１５及び２１７に向かって増大しているという
ことである。壁セクション２０１の輪郭は、断面図を示す図２Ｂ及び図２Ｃから明らかで
ある。厚さが外縁２０９における３２ｍｍから内縁２１７における１００ｍｍまで増大し
ていることが分かる。また、図２Ｃから分かるように、壁セクションの厚さは鉛直方向の
外縁２０７における４０ｍｍから一定の割合で鉛直方向の内縁２１５における１０２ｍｍ
まで増大している。これにより、壁セクション２０１の剛性及び構造強度が、３２ｍｍ又
は４０ｍｍの均一な厚さを有する壁セクションと比較して高められる。さらに、突出部２
１９及び２２１は、壁セクションの機械的強度を高める。
【００４８】
　１つの実施の形態によれば、１つ又は２つ以上の突出部が、図１Ａ及び図１Ｂに示され
た壁セクション１０１又は図２Ａ、図２Ｂ及び図２Ｃに示された壁セクション２０１の凸
面に設けられていてもよい。
【００４９】
　図３は、１つの実施の形態による風車タワー３２６の部分を概略的に示している。風車
タワー３２６は、風車タワーのための壁構造又はシェル構造を提供するセグメント３２７
を有している。セグメント３２７は、円錐形又は円筒形であってよい。メンテナンス作業
員が風車タワー３２６の内部へ進入することができるように、図２Ａ、図２Ｂ及び図２Ｃ
に示された壁セクション２０１が縁部２０７，２０９においてタワーセグメント３２７に
溶接されている。これにより、メンテナンス人員は開口２１３を通ってタワー３２６の内
部へ進入することができる。開口２１３は、図示しない取付けエレメントによって壁セク
ション２０１に回転可能に結合されてよいドアによって閉鎖されてよい。
【００５０】
　図４Ａ及び図４Ｂは、別の実施の形態による壁セクション４０１を概略的に示している
。壁セクション４０１は、図１及び図２に示された壁セクション１０１及び２０１と同様
に構成されているが、対称軸線（鏡面軸線）４３３に対して対称に配置された突出部４３
０を有している点で異なり、これらの突出部４３０は、対角線上に（すなわち鉛直方向４
０３と水平方向４０５との間の方向に）配置されている。この場合、水平方向４０５に対
する傾斜角度は２０゜～７０゜、特に３０゜～６０゜、特に約４５゜であってよい。
【００５１】
　図４Ｂの横断面図に示したように、突出部４３０は壁セクション４０１から量Ｐだけ突
出しており、Ｐは、３０ｍｍ～８０ｍｍ、特に約６０ｍｍであってよい。さらに、壁セク
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ｍｍであってよい。壁セクションの突出部と外面との間の縁部は、半径Ｒを有するように
丸み付けられており、この半径Ｒは、３０ｍｍ～５０ｍｍ、特に４０ｍｍであってよい。
【００５２】
　１つの実施の形態によれば、壁セクションの製造材料及びその他の機械的パラメータは
、壁セクションが挿入された風車タワーが、開口を有さないタワーのための慣性モーメン
トと等しいかそれよりも高い慣性モーメントを有するように、最適化されている。特に、
３つの剛性（水平方向の移動と、別の水平方向及び鉛直方向を中心とする２つの回転）は
、トポロジ最適化、ジオメトリ最適化シミュレーションにおける制約として使用されてよ
い。さらに、鋳造制約が考慮されてよく、対称制約も考慮されてよい。これにより、形状
最適化は、風車タワーの全体的な剛性を変化させないように適応させられる。特に、シミ
ュレーションは、有限要素解析を用いて行われてよい。特に、せん断力の効果、及び曲げ
モーメントの効果、鉛直方向を中心に提供されるトルクの効果、及び変形荷重によって生
ぜしめられる効果が分析されてよい。特に、最善の性能を示す壁セクションの設計を選択
するために、様々な異なる設計レイアウトに対して、フォンミーゼス応力が分析されてよ
い。
【００５３】
　「含む」とは、他のエレメント又はステップを排除せず、単数の表記は複数を排除しな
いことに注意すべきである。様々な実施の形態に関連して記載されたエレメントは、組み
合わされてもよい。請求項における参照符号は、請求項の範囲を制限するものとして解釈
すべきではない。
【符号の説明】
【００５４】
　１０１　壁セクション、　１０３　鉛直方向、　１０５　水平方向、　１０７　鉛直方
向の外縁、　１０９　水平方向の上側の縁部、　１１１　水平方向の下側の縁部、　１１
３　開口、　１１５　鉛直方向の内縁、　１１７　水平方向の内縁、　１１９，１２１，
１２３，１２５　突出部、　１２６　風車タワー、　１２７　風車タワー部分、　１２９
　凹面、　２０１　壁セクション、　２０７，２０９，２１１　外縁、　２１３　開口、
　２１５，２１７　内縁、　２１９，２２１　突出部、　３２６　風車タワー、　３２７
　セグメント、　４０１　壁セクション、　４０３　鉛直方向、　４０５　水平方向、　
４３０　突出部、　４３３　対称軸線
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